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表紙絵：

電力中央研究所（CRIEPI）と米国大気研究セン
ター（NCAR）の共同研究で実施（1999年）した
全球大気モデルCCM3（空間解像度約80km）によ
る水蒸気（白い部分）と降雨（オレンジ）の全球
分布の計算結果（現状気候）。
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